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[JANOG13 パネルセッション]
広がるP2Pサービスとインターネットインフラへの影響

～ 公平なサービスへの課題 ～

2004年1月30日
NEC　中原一彦

<nakahara@ipv6.nec.co.jp>



2
All Rights Reserved, Copyright  2004,NEC Corporation

インターネットの利用の変化

クライアントサーバ型トラヒックからPtoP型トラヒックへの変化
Server

Client

Client

Client

Server

Client

Client

Client

Client/Server PtoP

PtoP

・　利用アプリケーションの比率の変化

・　ブロードバンド会員１人あたりのトラヒック量の増加

ネットワーク運用者としては、ネットワーク運用者としては、
サービス品質要求の異なるトラヒックの共存が課題サービス品質要求の異なるトラヒックの共存が課題

社会インフラ化…

VoD, IP電話など

ビジネスの拡がり

さまざまな特性

公平性が重要
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ISP-3

ISP-1

アクセス網C

現状の通信経路

最適な通信経路？

東京・相互接続点

アクセス向け
トラヒック

対外トラヒック

ISP-2

アクセス網A

アクセス網B

ネットワークトポロジー

同一地域

P2Pアプリにやさしいトポロジーか？

・
・

P2Ｐアプリが地域特性を持つ場合に有益なモデル
現時点ではP2Pアプリは地域性はもっていないが、But….
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IX、対外接続

The Internet

MAN
Metropolitan Area Network

MANMAN
Metropolitan Area NetworkMetropolitan Area Network

1GbE 1GbE

1GbE1GbE

1GbE
1GbE10GbE

10GbE 10GbE

10GbEへの移行(1)

10GbE化はすれども、、、



5
All Rights Reserved, Copyright  2004,NEC Corporation

03
/4

03
/5

03
/6

03
/7

03
/8

03
/9

0
3/
10

0
3/
11

0
3/
12

04
/1

04
/2

04
/3

予測値

実績値

0
3
/
4

0
3
/
5

0
3
/
6

0
3
/
7

0
3
/
8

0
3
/
9

0
3
/
1
0

0
3
/
1
1

0
3
/
1
2

0
4
/
1

0
4
/
2

0
4
/
3

予測値

実績値

アクセス向けトラヒック

対外トラヒック

ここ半年で２
倍の勢い

10GbEへの移行(2)

トラヒック急増は待ったなしの現実問題
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- アクセス回線100Mbpsでバックボーンは10GbE
-とりあえず*混雑時対策としての一時的回避策

- 契約者ごとに均一なサービスを提供するために
- ipaddress ?  

- プロトコル番号 ?  

高負荷サービス 高負荷サービス

低負荷サービス
低負荷サービス
を圧迫

確保

Web閲覧，メール送受信,VOIP等

めざす方向性

他の契約者
を圧迫

余りを他の契約者へ

均一な使われ方なら?

特性に応じたクラスわけ
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ユーザの様々な利用形態のIPパケットを、それぞれのユーザにとって、最適で
かつ、できる限り均一な 通信（Peer-to-Peer通信)を安定して
提供する ために、

Peer-Peerの通信を効率よくするには、インターネットで

どう扱うべきか


